
試験施工における連携について

盛土の締固め品質の向上に関する土研の取組み



現状の問題点・課題点

現行締固め基準の妥当性検証・見直し

現行の締固め基準は、必ずし

も設計とリンクしていない

現場での用途（目的）に応じた
品質管理手法となっているの
か（レベル２地震対応等）

経験値からの基準であるため
盛土の要求性能に応じた見直
しが必要

品質管理手法の検証

砂置換

ＲＩ法

振動ローラ加速度測定

工法規定（回数管理）

重錘落下法

強度管理（載荷試験）

適用土質
土質変化への対応
含水比変化への対応

室内での
物理試験

試験施工での検証

施工手法の改善

盛土締固め関する取組み

長寿命化（施工時の指標、適
切な維持管理の必要性）

※工事規模、複数の土質等
に応じた複数の手法が必要



計画

設計

実施工

室内試験

締固め
検査

掘削→積込み→運搬

整形

敷均し

試験盛土

完成

施工管理

監督

振動ローラ加速度測定

工法規定（回数管理）

砂置換

ＲＩ法

重錘落下法
小型ＦＷD試験
キャスポル試験
衝撃加速度試験
インパクトソイルテスター

強度管理
平板載荷試験

品質管理手法の検証

せん断強度
密度比

撒き出し厚
沈下量

現行基準の妥当性

試験施工における検証（案）

試験施工時に必要データを計測・解析
することによって、現行基準の妥当性（検
討としては、基準の見直し）、品質管理手
法（情報化施工の具体的な施工方法）の
提示が可能となる。

試験施工時においてデータ取得

試験施工時においてデータ取得

試験施工時においてデータ取得

※必ずしも全てを試験施工時にデータ取得するものではない



品質管理手法の検証

盛土締固め研究について方向性

砂置換

ＲＩ法

振動ローラ加速度測定

工法規定（回数管理）

重錘落下法

強度管理（載荷試験）

主な検証項目：工学的信頼性
適用可能土質
土質・含水比変化への対応
計測深度

施工手法の改善

管理基準に対する使用機械の性能照査

試験盛土時の品質と実施工時の品質の管理照査

必要となる情報の整理
機械性能（仕様）
施工時の稼働状況（起振力）
施工手法（流れ）

相関が得られなけれ
ばならない

即時性、簡便性、かつ面的（多点）管理が可能な締固め管理手法が望まれる。

施工マニュアル



多点計測，強度指標に基づく施工管理技術の検証のイメージ

（性能が不満足な部分） （性能を満たしている部分）

要求基準

性能
（強度指標）

品質

施工管理レベル
（高）

施工管理レベル
（低）

現場のバラツキ

盛土の性能評価技術

多点計測による
品質管理技術

施工管理レベル
（中）

頻度

性能

施工品質レベル
施工品質レベル

施工品質レベル


